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①東京海上日動の軌跡

３
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②損害保険とは(くらしの安心を支える保険)

３
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③損害保険とは(事業活動の安心を支える保険)

３
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①ポートフォリオの最適化（想定する計算）

３

ポートフォリオ
最適化
➡事業構成
➡地理・地政学
➡保険種類・種目
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②自然災害への対応（想定する事前・事後対応）

３

災害の実態が
刻々と変わる
広域災害時の
救援ルート、
損害査定ルートの
最適化計算

自然災害モデルの
高度化による
被害額予測
保険ポートフォリオ
分析
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①スマートシティの想定事例

＜課題＞
・異常気象多発による災害（大雨による河川や内
水の氾濫、がけ崩れ等の発生）に伴う被害の抑制
・避難先での生活環境の向上
・救援の効率化、安全性向上
➡＜スマートシティ＞
自然災害予知/シミュレーションやリスク評価を
通じた交通インフラ設計 等

防災

＜課題＞
・生活習慣に起因する病の増加と医療費抑制
・中山間地住民や高齢者における医療機関訪問の負担増
・一人暮らし高齢者や共働き世帯の子どもの増加に伴う健康状態の把
握
➡＜スマートシティ＞
予兆検知/受診勧奨や行動変容を促す健康増進ソリューショ
ン/保険金請求まで一貫した医療事務プロセス構築 等

＜課題＞
・自動車集中による都市中心部や観光地の交通混雑の緩和
・都市周辺部、過疎地における公共交通の確保
・交通事業者における人手不足の懸念
➡＜スマートシティ＞
新たなモビリティ・サービスの提供/新たなリスクに対応
する保険商品開発やデータ利活用 等

＜スマートシティの世界観＞

健康・医療

交通・モビリティ

※一部、まだ議論＆検討を始めたばかりのものも含みます。

量子技術利用による都市機能のデジタル化に伴う
街全体のリスクの同時多発的集積への保険活用
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②サイバーリスクの想定事例

量子暗号技術の
普及・社会実装

量子技術・既存技術
併存期間の
サイバーリスク

量子技術による
既存技術の
危殆化
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③活用場面に応じた損害保険

３

量子技術の
普及・活用の場面に応じた
保険商品・サービスの
開発・改良が必要
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想定される準備項目

３

 技術面・費用面などのアクセス向上

 相談窓口の設置と、相談実例を通じたユーザー教育（リテラシー向上）
およびブリッジ人材の育成

 活用事例のClosedな蓄積とOpenな蓄積
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